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械の登場にともなう「後発性の利益J に注目することの意義が指摘される。続いて第 1 章以下での分析のための視座
として、韓国工作機械工業の発展過程がサーベイされ、同国工作機械工業の発展が潤沢な資金を有する財閥系企業に
主導されたもので、あったことが明らかにされる。








1970 年代後半から日本が NC 工作機械にシフトしていく中でアメリカ下層市場において日本製品を代替するプロセ
スが考察され、さらに 70 年代以降の NC 工作機械技術の普及に関して NC 化にともなう枢要部品・制御装置等の購
入品への依存度の上昇が台湾工作機械工業の NC 技術発展を促進した事情が明らかにされる。















第 5 章「中国工作機械工業の発展と技術J では 1999 年の工作機械生産額において世界第 6位に位置する中国のケ
ースが検討され、中華人民共和国成立以前、経済復興から第 1 次 5 カ年計画・大躍進期、調整期・文化大革命・改革







場合、 NIEs には「後発性の利益」が作用したとされる。「後発性の利益J の具体的内容とは、 (1)アメリカ非 NC 工作
機械市場を開拓した日本の NC機シフトによって後発国企業に先進国低級工作機械市場への参入機会が生まれたこと、
(2)NC 工作機械の発達によって非 NC 工作機械技術の後発国への移転が促進された点、 (3)NC 工作機械の登場によっ
て熟練工不足という後発国の工業化初期の問題が格段に緩和されたこと、同)購入部品に依存する度合いの大きい NC










な編成および NC 工作機械の登場によって加速された「後発性の利益j に関連づけて提示した点も本論文の大きな貢
献であり、これは他産業を分析する際にも有効な方法的概念である。分析が市場・技術史的アプローチに傾斜したた
め経営管理・戦略のあり方を内在的に考察する経営史的観点がやや手薄なことなどを問題点として指摘できるが、 h
れらの論点はいずれも筆者の今後の課題であり、本論文は博士(経済学)の学位に十分値するものと判断する。
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